






Web設定画面へのログイン 

２．Webブラウザ(Internet Explorer、Firefox、Safari、Chromeなど）を起動し、 

１．本製品とパソコンを有線（LANケーブル）もしくは無線で接続します。 

 

 

加入しているケーブル局がIPv4対応の場合表示されます。 

加入しているケーブル局がIPv6対応の場合表示されます。 

① 

② 

③ 

① 

② 

④ 

③ 

192.168.0.1を入力し[Enter]キーを押す。 

３．ユーザー名、パスワードを入力し[ＯＫ]ボタンを押す。 

入力するユーザー名とパスワードは、本製品に貼付されているラベル記載の 

Login/passwordを確認ください。 

※お客様にてユーザー名とパスワードを設定された場合は設定内容が反映されています。 

４．ログインに成功すると以下の画面さ表示されます。 

①初期値 192.168.0.1（本製品に貼付のシールに記載）変更が可能ですが、他の 

SSIDで予約されていて使用できない値を入力した場合はエラーが表示されます。 

②上位ネットワークから割り当てられたIPv4アドレスが表示されます。 

③IPv4アドレスのリース時間とリース使用期限が表示されます。 

④IPv4のDNSサーバのアドレスが表示されます。 

①LAN側のIPv6のリンクローカルアドレスとDHCP-PDで取得したIPv6アドレスの 

プレフィックス部分が表示されます。 

②上位ネットワークと通信するためのIPv6リンクローカスアドレスが表示されます。 

③IPv6のDNSサーバのアドレスが表示されます。 

LAN MACアドレス ：本機のLAN側のMACアドレスが表示されます。 

WAN MACアドレス：本機のWAN側（上位との通信用）のMACアドレスが表示されます。 

WAN IPアドレス取得方法：通常は【DHCP】のままでご使用ください。 

IPv4MTUサイズ      ：MTUサイズを指定します。 

設定が完了したら    を押してください。 

DHCPサーバ機能 ：DHCPサーバ機能をボタン        で設定します。 

初期設定では【有効】となっています。 

開始アドレス   ：端末に割り当てる範囲の最初のIPアドレスを入力します。 

接続可能な端末の数：本機に同時に接続できる端末の数を設定します。 

リースタイム        ：DHCPサーバ機能で割り当てるIPアドレスの有効期限を 

分単位で入力します。 

DHCPクライアント情報：IPアドレスの払い出し情報を確認する事ができます。 

端末のリース情報を削除する場合は、削除したい行を 

選択し      を押します。 



２．GatewaySettings.binファイルを選択し、    ボタンを押します。 

１．    ボタンを押し、バックアップで保存したファイルを選択してください。 

本製品に接続された端末のIPv6情報が表示されます。 

端末に割り当てられたIPv6アドレス、IPv6アドレスを取得した端末の 

MACアドレスが確認できます。 

注意：本ページに情報が表示されるのは本製品が、上位からIPv6アド 

レスを取得した場合のみとなります。 

DDNSサービス ：DDNSサービス機能を有効にするか無効にするかを設定します。 

初期設定では【無効】となっています。 

サービスを開始するには                 を選択し、     

IPアドレスとステータス情報が表示されます。 

にDDNSサービスで登録した情報を入力し、    を押します。 

本製品に設定した情報のバックアップを行ったり、バックアップした情報の復元を 

行います。 

１．      ボタンを押します。 

２．下記の画面が表示されたら【ＯＫ】ボタンを押す。 

３．表示されたダイアログボックスの【保存】ボタンを押す。 

GatewaySettings.binのファイル名で保存されます。保存先は使用するブラウザに 

よって異なりますので、ご自身で確認ください。 

本製品の設定情報のバックアップ方法 

本製品の設定情報の復元方法 



          を押してください。 

ログイン設定（ユーザーID・パスワード）の設定を行います。 

１．変更するユーザーID：変更するユーザーIDを入力します。 

２．新しいパスワード ：変更するユーザーIDの新しいパスワードを入力します。 

３．新しいパスワード（再入力）：入力ミス防止のため、再度同じものを入力します。 

４．    ボタンを押すと新しいパスワードに変更されます。 

本製品を工場出荷時（初期化）の設定に戻します。 

初期化をすると本製品の設定内容がすべて消去されます。初期化する前に 

設定情報のバックアップをするか、必要な情報をメモなどに控える事を 

お勧めします。 

１．設定情報のすべてを工場出荷状態へ戻しますか       を選択。 

２．   ボタンを押すと、本製品が再起動し工場出荷状態に戻ります。 

WAN側からのPING応答ブロック 

：WAN側からのPINGに応答させたい場合はチェックをはずしてください。 

初期設定は【有効】（PING応答しない）になっています。 

IPsecパススルー 

：VPNで利用される暗号化通信を通過させるか指定します 

初期設定は【無効】となっています。 

PPTPパススルー 

：VPNで利用される暗号化通信を通過させるか指定します。 

初期設定は【無効】となっています。 

マルチキャスト通過 

：マルチキャストを通すかの設定をします。 

初期設定は【有効】（マルチキャストを通す）となっています。 

UPnP有効化 

：UPnP機能を使用するかの指定をします。 

初期設定は【有効】となっています。 

本機能を無効にすると一部のアプリケーションで通信が制限されたり 

動作しなくなったりする事があります。 

パススルーMACアドレスの設定 

：パススルーさせたい機器のMACアドレスを入力し        を 

押してください。最大で32アドレスまで設定可能です。 

設定したMACアドレスの削除 

：削除したいMACアドレスの行を         選択して 

すべてのMACアドレスを削除する場合は行を選択せずに     を 

押してください。 

ハードウェアでの工場出荷時（初期化）の設定 

お客様自身で設定されたパスワードを忘れてしまった場合、何らかの原因で 

設定用Web画面にログインできなくなった場合は以下の手順で初期化をする 

事ができます。 

１．本製品が正常にオンラインになっている事を確認する。 

オンライン状態の確認は本製品に同梱されている取扱説明書【LEDランプの 

表示について】をご参照ください。 

２．本製品背面の【RESET】ボタンをつまようじなどで押し続けててください。 

３．すべてのLEDランプがいったん消灯し、再度点滅し始めれば初期化の完了です。 

注意：本製品の初期化を行うと、再設定が必要となりますので設定内容を事前に 

控えておくなどしてください。 



上記の設定項目の変更を行った場合は    を押してください。 

指定したLAN側のIPアドレスからのトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたいLAN側のIPアドレスを開始アドレスと終了アドレスで指定し、 

ブロックする場合は     にチェックを入れ    を押してください。 

最大で10アドレスまで設定可能です。 

指定したLAN側のMACアドレスからのトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたいMACアドレスの設定 

          を押してください。 

押してください。最大で20アドレスまで設定可能です。 

設定したMACアドレスの削除 

：削除したいMACアドレスの行を         選択して 

すべてのMACアドレスを削除する場合は行を選択せずに     を 

押してください。 

：ブロックしたい機器のMACアドレスを入力し        を 

指定したLAN側のポート番号からトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたい開始ポート番号と終了ポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

ブロックする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能です。 

初期設定は【無効】（ブロックしない）になっています。 



上記の設定項目の変更を行った場合は必要に応じて 

WAN側から特定のポート番号宛てのトラフィックをLAN側に転送します。 

転送先のLAN側のIPアドレスを指定します。 

転送する開始ポート番号と終了ポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

ブロックする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能です。 

いずれかのボタンを押してください。 

トリガーポートで指定したポート番号宛てのトラフィックをLAN側から受信すると 

解放ポートで指定したポート番号宛てのトラフィックをWAN側からLAN側へ 

解放します。このWAN側からのトラフィックはトリガーとなったLAN側の端末へ 

転送します。 

トリガーポート：LAN側のトリガーとなるポート番号を指定します。 

解放ポート：トリガーを受けた際のWAN側からの解放するポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

設定を有効にする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能で

初期設定では無効（解放・転送はしない）になっています。 

上記の設定項目の変更を行った場合は     ボタンを押してください。 



ここでは2.4GHzの設定画面で解説しますが５GHzでも設定内容は共通となります。 

： を押し にWPS端末の 

無線LANで使用するネットワーク名（SSID）を設定します。 

初期設定では本製品に貼付されたラベルに記載されている【SSID】を確認ください。 

無線n/g/bの初期設定値は[-G] 

無線n/a/ACの初期設定値は[-AC]となっていま

無線通信の[有効][無効]の設定を指定します。 

初期設定では[有効]（無線通信可能）となっています。 

使用する帯域幅を設定します。 

802.11b/g、802.11aでは20MHｚの帯域幅のみが選択できます。 

802.11ｎの場合は40MHｚの帯域幅を使用する事でより高速な通信が可能です。 

802.11ACの場合は80MHｚの帯域幅を使用する事でより高速な通信が可能です 

802.11ｎで使用する帯域幅を40MHｚに設定した場合において、隣接する20MHｚの 

チャンネルのうちコントロールチャンネルとして上側・下側のどちらを使用するか

設定します。 

初期設定は[上側]になっています。 

使用する無線チャンネルを指定します。自動を選択した場合周囲の電波状況に応じて 

チャンネルが選択され[使用中チャンネル]に表示されます。

初期設定は[自動]となっています。 

設定が完了したら を押してください。 

設定内容を初期設定に戻す場合は を押してください。 

無線通信字の暗号化の認証方法を設定します。セキュリティレベルの高さは 

１．WPA/WPA2(AES) ２．WPA/WPA2(TKIP)の順となります。 

WEPおよび無効についてはセキュリティを必要とされる通信を行う場合には 

使用しない事をお勧めします。 

初期設定知は【WPA2-PSK】となっています。 

WPA-PSK、WPA2-PSKで使用するWPA暗号化キーを設定します。キー表示に 

チェックを入れると使用中の暗号化キーを確認する事ができます。

初期設定されている暗号化キーは本製品に貼付されているラベルのPassphrase

を確認ください。

簡単接続（WPS機能） 

WPS対応端末ではWPA-PSKまたはWPA2-PSKのセキュリティに簡単に接続する 

事ができます。本機能の【有効】【無効】を設定します。 

初期設定値では【WPS機能有効】となっています。 

PINコードをWPS端末に設定し接続する場合 

：  を押すと新しいPINコードが 

生成されます。このPINコードを端末に登録する事で接続できます。 

WPS対応端末のPINコードを本製品に登録する場合 

PINコードを入力します。 

本製品プッシュボタン方式を使用し接続する場合 

：WPS端末を操作し、端末側のWPSボタンを有効にします。1分以内に 

本製品のWPSボタンを5秒以上押す事により接続ができます。 



                     のように入力し  を押して 

 

 

 

本製品に接続する端末をMACアドレスで制御します。 

初期設定では【無効】（制御しない）になっています。 

制御の有効化方法 

                を選択し、ブロックしたいMACアドレスを 

         のように入力し    を押してください。   

最大で20アドレスまで登録可能です。 

WMM（WiFi MulitiMedia)のQOS（優先制御）をサポートさせるかの設定をします。 

通常では初期設定のままご使用ください。 

無線リピータを接続するための無線ブリッジ設定を行います。 

初期設定では【無効】となっています。 

無線リピータ接続方法 

            にする。 

ください。 




